
(57)【要約】

【課題】鼻涙管を通り下鼻道に送り出されたロッドやチ

ューブなどの処置具を目視しながら容易に牽引すること

ができる内視鏡用牽引鈎及び内視鏡を提供する。

【解決手段】内視鏡１は、処置部である鼻孔内に挿入す

る鏡筒２と、鏡筒２の先端２ｂに取り付けられる内視鏡

用牽引鈎４とを備える。内視鏡用牽引鈎４は、差しこみ

式とねじやま式が有り、差しこみ式では、先端部５ａに

鈎部６を有する鈎部材５と、鏡筒２に外嵌される略円筒

状の部材で、先端部７ａに鈎部材５の基端部５ｂが接合

される固定部材７と、固定部材７を鏡筒２に固定する係

合部材８とを備える。また、ねじやま式では、固定部材

にめねじが形成され、鏡筒２に螺合して固定される。こ

れらの使用の際には、内視鏡用牽引鈎４が取り付けられ

た鏡筒２を鼻孔から挿入する。そして、目視しながら下

鼻道に送り出された処置具に内視鏡用牽引鈎４を係合し

、鼻孔外に牽引する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 部 に 鈎 部 を 有 す る 鈎 部 材 を 備 え 、 鼻 孔 内 に 挿 入 し 、 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ
れ た 処 置 具 に 前 記 鈎 部 を 係 合 し 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鼻 孔 外 に 牽 引 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ
っ て 、
　 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 前 記 鼻 孔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 鏡 筒 に 外 嵌 さ れ 、 先 端 部 に 接 合 さ
れ た 前 記 鈎 部 材 を 前 記 鏡 筒 の 先 端 か ら 突 出 さ せ る 固 定 部 材 と 、
　 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 鏡 筒 に 隙 間 無 く 外 嵌 さ れ る と と も に 、 先 端 部 に
お い て 前 記 固 定 部 材 の 基 端 部 を 係 合 す る 係 合 部 材 と を 備 え た 差 し こ み 式 で あ る こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、
　 前 記 固 定 部 材 の 先 端 部 の 端 面 は 、 前 記 固 定 部 材 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 傾 斜 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、
　 前 記 固 定 部 材 の 外 周 面 に は 、 前 記 固 定 部 材 の 中 心 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 目 盛 り が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、
　 前 記 固 定 部 材 の 少 な く と も 一 部 に は 、 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡
用 牽 引 鈎 。
【 請 求 項 ５ 】
　 先 端 部 に 鈎 部 を 有 す る 鈎 部 材 を 備 え 、 鼻 孔 内 に 挿 入 し 、 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ
れ た 処 置 具 に 前 記 鈎 部 を 係 合 し 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鼻 孔 外 に 牽 引 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ
っ て 、
　 内 周 面 に め ね じ が 形 成 さ れ た 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 前 記 鼻 孔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の お ね
じ が 形 成 さ れ た 鏡 筒 の 先 端 に 螺 合 さ れ 、 先 端 部 に 接 合 さ れ た 前 記 鈎 部 材 を 前 記 鏡 筒 の 前 記
先 端 か ら 突 出 さ せ る 固 定 部 材 を 備 え た ね じ や ま 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎
。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、
　 前 記 鈎 部 材 は 、 先 端 部 側 が 前 記 固 定 部 材 の 外 周 側 か ら 中 心 軸 側 へ 傾 斜 し て 、 前 記 固 定 部
材 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 が 、 前 記 鏡 筒 に 取 り 付 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た チ ュ ー ブ や ロ ッ ド な ど の 処 置 具 を 鼻 孔 外
に 牽 引 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 及 び 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 上 下 涙 小 管 か ら 下 鼻 道 に 至 る 涙 道 閉 塞 の 治 療 に は 、 涙 道 を 確 保 す る た め に 挿 入 さ
れ た 処 置 具 を 一 定 期 間 留 置 す る 方 法 が と ら れ て き た 。 処 置 具 と し て は 、 ロ ッ ド や チ ュ ー ブ
が あ る 。 鼻 涙 管 閉 塞 で は 、 鼻 涙 管 に 筒 状 体 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） の チ ュ ー ブ を 挿 入
し 一 定 期 間 留 置 後 、 抜 管 す る た め に 筒 状 体 の 一 端 を 鼻 孔 近 く に 持 っ て く る 必 要 が あ っ た 。
筒 状 体 の 外 径 は 、 ３ ． ０ ｍ ｍ か ら ３ ． ５ ｍ ｍ で 、 術 後 、 涙 小 管 側 か ら 除 去 す る の は 不 可 能
な た め で あ る 。 ま ず 、 筒 状 体 を 鼻 孔 近 く に 持 っ て く る た め に 、 筒 状 体 の 中 に 誘 導 チ ュ ー ブ
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を 通 す 。 そ し て 、 誘 導 チ ュ ー ブ を 鼻 孔 外 に 牽 引 し 、 鼻 孔 外 に 持 っ て き た 誘 導 チ ュ ー ブ を 強
く 引 っ 張 る こ と で 、 筒 状 体 を 鼻 孔 外 に 持 っ て 来 た 。
　 ま た 、 涙 小 管 閉 塞 の 際 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 上 下 涙 小 管 ６ ２ 、 ６ ４ か ら 鼻 涙 管 ６ ７
、 下 鼻 道 ６ ８ に 通 し た 符 号 ５ ０ で 示 す ロ ッ ド や チ ュ ー ブ を 鼻 孔 外 に 牽 引 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ３ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 上 記 の よ う な ロ ッ ド や チ ュ ー ブ を 牽 引 す る 行 為 は 、 鼻 孔 か ら 下 鼻 道 と い う 狭 い 空
間 の 中 で 、 か つ 、 目 視 が 困 難 な 状 態 で 行 う た め 、 簡 単 に は 出 来 ず 、 熟 練 さ が 要 求 さ れ て い
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り
出 さ れ た ロ ッ ド や チ ュ ー ブ な ど の 処 置 具 を 目 視 し な が ら 容 易 に 牽 引 す る こ と が で き る 内 視
鏡 用 牽 引 鈎 及 び 内 視 鏡 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 案 し て い る 。
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 先 端 部 に 鈎 部 を 有 す る 鈎 部 材 を 備 え 、 鼻 孔 内 に 挿 入 し 、 鼻 涙 管
を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た 処 置 具 に 前 記 鈎 部 を 係 合 し 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鼻 孔 外 に 牽 引
す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ っ て 、 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 前 記 鼻 孔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 鏡 筒
に 外 嵌 さ れ 、 先 端 部 に 接 合 さ れ た 前 記 鈎 部 材 を 前 記 鏡 筒 の 先 端 か ら 突 出 さ せ る 固 定 部 材 と
、 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 基 端 部 に お い て 前 記 鏡 筒 に 隙 間 無 く 外 嵌 さ れ る と と も に 、 先 端 部 に
お い て 前 記 固 定 部 材 の 基 端 部 を 係 合 す る 係 合 部 材 と を 備 え た 差 し こ み 式 で あ る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 鏡 筒 の 先 端 か ら 鈎 部 が 突 出 し た 状 態
で 、 内 視 鏡 の 鏡 筒 に 固 定 部 材 が 差 し こ ま れ 、 係 合 部 材 に よ っ て 鏡 筒 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ
の た め 、 鼻 孔 内 及 び 下 鼻 道 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 に よ っ て 、 鏡 筒 の 先 端 に 突 出 す る 鈎 部 と
留 置 さ れ て い る 処 置 具 と を 目 視 し な が ら 処 置 具 の 牽 引 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 係
合 部 材 は 鏡 筒 に 隙 間 無 く 外 嵌 さ れ る こ と で 、 摩 擦 に よ っ て 鏡 筒 に 拘 束 さ れ て い る 。 こ の た
め 、 鏡 筒 の 中 心 軸 方 向 、 あ る い は 円 周 方 向 に 所 定 の 外 力 を 与 え る こ と に よ っ て 、 容 易 に 係
合 部 材 と 鏡 筒 と の 拘 束 関 係 は 解 除 さ れ 、 鏡 筒 の 先 端 か ら 鈎 部 を 進 退 さ せ 、 あ る い は 鏡 筒 の
円 周 方 向 に 鈎 部 の 向 き を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、 前 記 固 定 部 材 の
先 端 部 の 端 面 は 、 前 記 固 定 部 材 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 わ る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 鏡 筒 の 先 端 面 が 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い
て 前 方 斜 視 可 能 な 鏡 筒 の 場 合 に お い て も 、 固 定 部 材 の 先 端 部 の 端 面 も 傾 斜 し て い る の で 、
内 視 鏡 の 視 野 を 妨 げ る こ と な く 鏡 筒 に 固 定 部 材 を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に お い て 、
前 記 固 定 部 材 の 外 周 面 に は 、 前 記 固 定 部 材 の 中 心 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 目 盛 り が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 わ る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 鼻 孔 内 に 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 を 挿 入 す る 際 に 、
肉 眼 で 目 視 可 能 な 固 定 部 材 の 外 周 面 に 目 盛 り が 設 け ら れ て い る の で 、 鏡 筒 の 先 端 か ら 鈎 部
を 進 退 さ せ た 場 合 の 鈎 部 の 突 出 量 を 確 認 し な が ら 処 置 具 の 牽 引 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に
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お い て 、 前 記 固 定 部 材 の 少 な く と も 一 部 に は 、 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
　 こ の 発 明 に 係 わ る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 固 定 部 材 に 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る こ と で
、 固 定 部 材 に 挿 入 さ れ た 鏡 筒 の 先 端 の 位 置 を 目 視 で 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 係 わ る 発 明 は 、 先 端 部 に 鈎 部 を 有 す る 鈎 部 材 を 備 え 、 鼻 孔 内 に 挿 入 し 、 鼻 涙
管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た 処 置 具 に 前 記 鈎 部 を 係 合 し 、 前 記 処 置 具 を 前 記 鼻 孔 外 に 牽
引 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ っ て 、 内 周 面 に め ね じ が 形 成 さ れ た 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 前 記 鼻
孔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の お ね じ が 形 成 さ れ た 鏡 筒 の 先 端 に 螺 合 さ れ 、 先 端 部 に 接 合 さ れ
た 前 記 鈎 部 材 を 前 記 鏡 筒 の 前 記 先 端 か ら 突 出 さ せ る 固 定 部 材 を 備 え た ね じ や ま 式 で あ る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 鏡 筒 の 先 端 か ら 鈎 部 が 突 出 し た 状 態
で 、 内 視 鏡 の 鏡 筒 に 螺 合 さ れ 取 り 付 け ら れ る 。 こ の た め 、 鼻 孔 内 及 び 下 鼻 道 内 に 挿 入 さ れ
た 内 視 鏡 に よ っ て 、 鏡 筒 の 先 端 に 突 出 す る 鈎 部 と 留 置 さ れ て い る 処 置 具 と を 目 視 し な が ら
処 置 具 の 牽 引 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 鏡 筒 の 先 端 に 形 成 さ れ た お ね じ に 、 め ね じ
が 形 成 さ れ た 固 定 部 材 を 螺 合 し て 固 定 す る こ と が で き る の で 、 鏡 筒 の 先 端 に 確 実 に 取 り 付
け ら れ て 処 置 具 の 牽 引 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に
お い て 、 前 記 鈎 部 材 は 、 先 端 部 側 が 前 記 固 定 部 材 の 外 周 側 か ら 中 心 軸 側 へ 傾 斜 し て 、 前 記
固 定 部 材 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 わ る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 鏡 筒 に 固 定 部 材 を 固 定 さ せ る と 、
鈎 部 材 は 鏡 筒 の 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て 鏡 筒 の 先 端 か ら 突 出 し 、 内 視 鏡 の 視 野 中 央 付 近 に
鈎 部 が 位 置 す る こ と に な る た め 、 視 認 性 が 高 ま り 処 置 具 の 牽 引 作 業 が さ ら に 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 が
、 前 記 鏡 筒 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 発 明 に 係 わ る 内 視 鏡 に よ れ ば 、 鏡 筒 の 先 端 に お い て 、 処 置 具 及 び 鈎 部 を 目 視 し な が
ら 処 置 具 に 鈎 部 を 係 合 し て 、 牽 引 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た チ ュ ー ブ や ロ ッ ド な ど の 処 置 具 を
牽 引 す る 作 業 に お い て 、 内 視 鏡 に よ っ て 処 置 具 及 び 処 置 具 を 牽 引 す る 鈎 部 を 目 視 す る こ と
が で き る の で 、 作 業 の 熟 練 さ を 要 求 さ れ る こ と が 無 く 、 容 易 に 処 置 具 の 牽 引 作 業 を 行 う こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 球 結 膜 ６ ０ 上 の 涙 は 、 上 涙 点 ６ １ に お い て 開 口 す る 上 涙 小 管 ６ ２ 及
び 下 涙 点 ６ ３ に お い て 開 口 す る 下 涙 小 管 ６ ４ に 流 れ 、 総 涙 点 ６ ５ に お い て 合 流 し 、 涙 嚢 ６
６ に 吸 引 さ れ る 。 さ ら に 、 涙 嚢 ６ ６ に 吸 引 さ れ た 涙 は 、 涙 嚢 ６ ６ か ら 連 通 す る 鼻 涙 管 ６ ７
、 下 鼻 道 ６ ８ を 通 過 し て 、 咽 喉 頭 （ 不 図 示 ） に 流 出 す る 。 涙 道 障 害 の 多 く は 、 上 下 涙 小 管
６ ２ 、 ６ ４ あ る い は 鼻 涙 管 ６ ７ が 閉 塞 す る （ 慢 性 涙 嚢 炎 を 含 む ） こ と に よ っ て 発 生 す る 。
こ の よ う な 涙 小 管 閉 塞 及 び 鼻 涙 管 閉 塞 の 治 療 に は 、 上 下 涙 小 管 ６ ２ 、 ６ ４ 及 び 鼻 涙 管 ６ ７
に 処 置 具 を 一 定 期 間 留 置 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 処 置 具 の 留 置 は 、 牽 引 鈎 に よ り 、 下
鼻 道 か ら 鼻 孔 （ 不 図 示 ） 外 に 牽 引 さ れ て 行 わ れ る 。 以 下 に 、 涙 小 管 閉 塞 及 び 鼻 涙 管 閉 塞 の
治 療 に お い て 、 上 下 涙 小 管 ６ ２ 、 ６ ４ 及 び 鼻 涙 管 ６ ７ を 通 り 、 下 鼻 道 ６ ８ に 送 り 出 さ れ た
処 置 具 の ロ ッ ド や チ ュ ー ブ を 係 合 し 、 鼻 孔 （ 不 図 示 ） 外 に 牽 引 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 及 び 内
視 鏡 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 ２ か ら 図 ５ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 ２ に 内 視 鏡 の 概 略 図
、 図 ３ に 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 を 示 す 。 ま た 、 図 ４ に 鼻 涙 管 内 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ
れ た ロ ッ ド や チ ュ ー ブ を 牽 引 す る 説 明 図 、 図 ５ に 内 視 鏡 に よ っ て 目 視 し て い る 説 明 図 を 示
す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ は 、 処 置 部 で あ る 鼻 孔 内 に 挿 入 さ れ る 鏡 筒 ２ と 、 鏡 筒 ２ の
基 端 ２ ａ に 設 け ら れ る 操 作 部 ３ と 、 鏡 筒 ２ の 先 端 ２ ｂ に 取 り 付 け ら れ る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４
と を 備 え る 。 内 視 鏡 １ は 、 よ り 詳 し く は 耳 鼻 科 用 硬 性 鏡 で あ る 。 鏡 筒 ２ の 内 部 に は 、 図 示
し な い ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー な ど の 照 明 手 段 及 び グ ラ ス フ ァ イ バ ー 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 受 像
手 段 が 設 け ら れ て お り 、 先 端 ２ ｂ の 端 面 ２ ｃ に 設 け ら れ た 図 示 し な い 照 明 窓 及 び 観 察 窓 か
ら 照 明 及 び 受 像 可 能 な 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ は 鏡 筒 ２ の
先 端 ２ ｂ で 受 像 さ れ た 画 像 を 目 視 す る 接 眼 部 ３ ａ と 、 鏡 筒 ２ の 照 明 手 段 と 電 源 と を 接 続 す
る 接 続 部 ３ ｂ と を 備 え て い る 。 接 眼 部 ３ ａ は 、 ケ ー ブ ル な ど と 接 続 し て 、 モ ニ タ ー に よ っ
て 確 認 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ は 、 差 し こ み 式 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ り 、
先 端 部 ５ ａ に 鈎 部 ６ を 有 す る 鈎 部 材 ５ と 、 鏡 筒 ２ に 外 嵌 さ れ る 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 先 端 部
７ ａ に 鈎 部 材 ５ の 基 端 部 ５ ｂ が 接 合 さ れ る 固 定 部 材 ７ と 、 固 定 部 材 ７ を 鏡 筒 ２ に 固 定 す る
係 合 部 材 ８ と を 備 え て い る 。 図 ３ に 示 す と お り 、 鈎 部 ６ は 、 鏡 筒 ２ の 径 よ り も 小 に 設 定 さ
れ た 径 を 有 す る 略 半 円 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 先 端 ６ ａ は 鈍 角 を な し て 形 成 さ れ て い る
。 ま た 、 鈎 部 材 ５ は 、 先 端 部 ５ ａ 側 が 固 定 部 材 ７ の 外 周 面 ７ ｂ 側 か ら 中 心 軸 ７ ｃ へ 傾 斜 し
て 、 固 定 部 材 ７ の 先 端 部 ７ ａ に 接 合 さ れ て い る 。 こ の た め 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材
７ を 鏡 筒 ２ に 外 嵌 し た 際 に 、 鈎 部 材 ５ は 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ に 対 し て 傾 斜 し て 鏡 筒 ２ の 先
端 ２ ｂ か ら 突 出 し 、 鈎 部 ６ が 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ 付 近 に 位 置 す る よ う 取 り 付 け ら れ る 。 鈎
部 材 ５ は 、 あ る 程 度 変 形 可 能 な 弾 性 を 有 す る 材 質 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば 、
プ ラ ス チ ッ ク 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ゴ ム な ど の 樹 脂 、 あ る い は 、 ス テ ン レ ス な ど の 金 属 類 で あ
る 。 金 属 類 で あ る 場 合 に は 、 耐 食 性 の あ る 材 質 、 あ る い は 、 ニ ッ ケ ル ク ロ ー ム メ ッ キ な ど
の 表 面 処 理 が 施 さ れ た も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 ７ に 基 端 部 ７ ｄ の 外 周 面 ７ ｂ に は 、 環 状 に 係 合 溝 ７
ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 部 材 ７ の 内 径 は 、 鏡 筒 ２ の 外 径 と 略 等 し く 、 隙 間 無 く 外
嵌 し か つ 摩 擦 に よ る 抵 抗 が 少 な く 容 易 に 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ 方 向 に 進 退 可 能 な 程 度 の 径 に
設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 部 材 ７ は 、 鈎 部 材 ５ と 同 じ 材 質 で も 良 い し 、 異 な る 材 質 で も
良 く 、 少 な く と も 、 鈎 部 材 ５ を 接 合 可 能 な 材 質 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 係 合 部 材 ８ は 、 略 円 筒 状 の 部 材 で 、 基 端 部 ８ ａ の 内 径 は 、 鏡 筒 ２ の
外 径 と 略 等 し く 、 隙 間 無 く 外 嵌 し か つ 摩 擦 に よ る 拘 束 力 が 働 き 、 所 定 の 外 力 が 与 え ら れ な
け れ ば 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ 方 向 に 進 退 さ せ る こ と が で き な い 程 度 の 径 に 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 先 端 部 ８ ｂ の 内 径 は 、 固 定 部 材 ７ の 外 径 と 略 等 し く 、 か つ 固 定 部 材 ７ が 容 易 に 挿 入
可 能 な 程 度 の 径 に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 先 端 部 ８ ｂ の 内 周 面 に は 、 固 定 部 材 ７ の 係 合
溝 ７ ｅ と 対 応 す る 係 合 片 ８ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 係 合 片 ８ ｃ は 、 係 合 部 材 ８ に 固 定 部 材 ７
が 挿 入 さ れ る こ と で 、 係 合 部 材 ８ の 内 周 面 に 没 す る 。 さ ら に 固 定 部 材 ７ が 挿 入 さ れ 、 固 定
部 材 ７ の 係 合 溝 ７ ｅ が 係 合 片 ８ ｃ と 対 応 す る 位 置 と な る と 、 係 合 片 ８ ｃ は バ ネ に よ る 付 勢
力 に よ っ て 突 出 し て 係 合 溝 ７ ｅ に 係 合 し 、 固 定 部 材 ７ と 係 合 部 材 ８ と が 一 体 と な る 構 成 と
な っ て い る 。 ま た 、 係 合 片 ８ ｃ は 、 先 端 部 ８ ｂ に 設 け ら れ た 解 除 機 構 ８ ｄ を 基 端 部 ８ ａ 側
に 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 係 合 部 材 ８ の 内 周 面 に 没 す る 構 成 と な っ て お り 、 こ れ に よ り 、
固 定 部 材 ７ と 係 合 部 材 ８ と の 係 合 を 解 除 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 １ 及 び 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 内 視 鏡 １ 及 び

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-236747 A 2007.9.20



内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ を 使 用 す る 一 例 と し て 、 涙 道 閉 塞 の 治 療 を す る 場 合 で 、 一 定 期 間 留 置 さ
れ る 処 置 具 で あ る ロ ッ ド ５ ０ を 牽 引 す る 作 業 の 説 明 図 で あ る 。 ロ ッ ド ５ ０ は 、 可 撓 性 を 有
す る 部 材 で 、 鼻 涙 管 ６ ７ か ら 上 涙 小 管 ６ ２ に 挿 入 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 涙 小 管 ６ ２ か ら
下 涙 小 管 ６ ４ を 経 由 し て 再 び 鼻 涙 管 ６ ７ に 挿 入 さ れ 、 ロ ッ ド ５ ０ の 両 端 部 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ
は 、 下 鼻 道 ６ ８ に 送 り 出 さ れ る よ う に し て 留 置 さ れ て い る 。 以 下 に 、 こ の ロ ッ ド ５ ０ を 内
視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ に よ っ て 牽 引 す る 作 業 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ が 取 り 付 け ら れ た 鏡 筒 ２ を 鼻 孔 か ら 挿 入 し 、 ロ ッ ド ５ ０ の 両 端
部 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ が 送 り 出 さ れ て い る 下 鼻 道 ６ ８ の 鼻 涙 管 ６ ７ の 入 り 口 ま で 到 達 さ せ る 。
そ し て 、 ロ ッ ド ５ ０ の 両 端 部 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ の う ち の 一 方 に 鏡 筒 ２ の 先 端 ２ ｂ か ら 突 出 し
て い る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ の 鈎 部 ６ を 係 合 し 、 図 示 し な い 鼻 孔 外 に 引 き 抜 く 。 こ れ ら の 鼻 孔
内 に 挿 入 し 、 ロ ッ ド ５ ０ を 係 合 し 引 き 抜 く 一 連 の 作 業 は 、 内 視 鏡 １ に よ っ て 目 視 し な が ら
の 作 業 な の で 、 容 易 に か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 特 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ド ５
０ を 係 合 す る 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ の 鈎 部 ６ が 鏡 筒 ２ の 先 端 ２ ｂ か ら 突 出 し 、 か つ 鏡 筒 ２ の 中
心 軸 ２ ｄ 付 近 に 位 置 し て い る の で 、 内 視 鏡 １ で 確 認 で き る 視 野 内 の 中 央 付 近 で 鈎 部 ６ を 目
視 し な が ら 作 業 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 さ ら に 視 認 性 が 高 ま り 、 作 業 の 熟 練 さ を 要
求 さ れ る こ と が 無 く 、 容 易 か つ 確 実 な ロ ッ ド ５ ０ の 牽 引 作 業 を 実 現 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 １ の 鏡 筒 ２ の 外 径 は 、 鼻 孔 等 の 大 き さ 、 患 者 の 負 担 を 考 慮 し て 、 ４ ｍ
ｍ 以 下 が 好 ま し い 。 ま た 、 鈎 部 材 ５ の 長 さ は 、 長 す ぎ る も の は 好 ま し く な く 、 ５ ｍ ｍ 程 度
が 良 い 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 鼻 孔 と 下 甲 介 ６ ９ と を 結 ん だ 線 は 顔 面 中 心 線 に 対 し て 外 方 に
変 位 し て い る 。 こ の た め 、 鼻 孔 に 挿 入 さ れ た 鈎 部 材 ５ が 長 す ぎ る と 、 鈎 部 材 ５ の 先 端 部 ５
ａ が 下 鼻 道 ６ ８ の 外 側 に 向 い て し ま い 、 下 鼻 道 ６ ８ の 内 壁 に 当 接 し 、 挿 入 が 困 難 に な っ て
し ま う か ら で あ る 。 ま た 、 鈎 部 材 ５ の 鈎 部 ６ の 鈎 の 幅 及 び 長 さ は 、 実 用 的 に は ２ ｍ ｍ 程 度
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 鏡 筒 ２ に 固 定 さ れ た 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ は 、 係 合 部 材 ８ の 基 端 部 ８ ａ
の 内 周 面 と 鏡 筒 ２ と の 摩 擦 に よ っ て 固 定 さ れ て い る だ け で あ る の で 、 所 定 の 外 力 を 係 合 部
材 ８ に 与 え る こ と に よ っ て 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ 方 向 に 鈎 部 ６ を 進 退 さ せ る こ と が で き る 。
こ の た め 、 鼻 孔 内 に 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ が 取 り 付 け ら れ た 鏡 筒 ２ を 挿 入 す る 際 、 内 視 鏡 １ 全
体 を 挿 入 さ せ る だ け で な く 、 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ の み を 進 退 さ せ 、 ロ ッ ド ５ ０ の 牽 引 作 業 を
行 う こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 鏡 筒 ２ の 円 周 方 向 に 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ を 回 転 さ せ て 、 鈎 部
６ の 向 き を 調 整 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ の
み を 進 退 さ せ た 場 合 、 鏡 筒 ２ の 先 端 ２ ｂ は 相 対 的 に 移 動 し な い の で 、 視 野 が 縮 小 し 、 固 定
部 材 ７ の 先 端 部 ７ ａ 及 び 鈎 部 ６ が 縮 小 し て 確 認 さ れ る 。 こ の よ う な 現 象 は 、 鏡 筒 ２ の 径 が
４ ｍ ｍ の も の で は 、 前 進 ３ ｍ ｍ で 視 野 の 縮 小 が 生 じ て き て 、 前 進 １ ７ ｍ ｍ 程 度 で 視 野 中 央
に 鈎 部 ６ だ け が 見 え る 程 度 に な っ て し ま う 。 ま た 、 鏡 筒 ２ の 径 が ２ ． ７ ｍ ｍ の も の で は 、
前 進 ２ ｍ ｍ で 視 野 の 縮 小 が 生 じ て き て 、 前 進 ６ ｍ ｍ 程 度 で 視 野 中 央 に 鈎 部 ６ だ け が 見 え る
程 度 に な っ て し ま う 。 と こ ろ で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 鏡 筒 ２ の 外 周 面 の 中 心 軸 ２ ｄ 方 向 に
所 定 の 間 隔 で 目 盛 り ９ を 設 け る も の と し て も 良 い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 上 述 の よ う に
内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ４ を 進 退 さ せ た 際 、 そ の 進 退 量 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ は 、 こ の 実 施 形 態 の 第 １ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 １ ０ を 示 し て い る 。 こ の 内 視 鏡
用 牽 引 鈎 １ ０ に お い て は 、 固 定 部 材 １ １ と 鏡 筒 ２ と を 略 円 筒 状 の 係 合 部 材 １ ２ で 固 定 し て
い る 。 係 合 部 材 １ ２ は 、 弾 性 変 形 可 能 な 材 質 で 、 例 え ば 天 然 ゴ ム で あ る 。 こ の た め 、 鏡 筒
２ 及 び 鏡 筒 ２ に 外 嵌 さ れ た 固 定 部 材 １ １ は 、 係 合 部 材 １ ２ に 外 嵌 さ れ 、 係 合 部 材 １ ２ の 弾
性 力 に よ っ て 締 め 付 け ら れ て 固 定 さ れ て い る 。 こ の 際 、 鏡 筒 ２ の 外 径 よ り も 固 定 部 材 １ １
の 外 径 の 方 が 大 で あ る の で 、 係 合 部 材 １ ２ が 固 定 部 材 １ １ を 締 め 付 け る 力 は 、 鏡 筒 ２ を 締
め 付 け る 力 よ り も 大 き く な る 。 こ の た め 、 係 合 部 材 １ ２ に よ っ て 鏡 筒 ２ に 固 定 部 材 １ １ が
固 定 さ れ た 状 態 で 、 所 定 の 外 力 を 与 え れ ば 、 固 定 部 材 １ １ は 係 合 部 材 １ ２ に 係 合 さ れ た 状
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態 で 、 鏡 筒 ２ の 中 心 軸 ２ ｄ 方 向 に 進 退 し 、 あ る い は 鏡 筒 ２ の 円 周 方 向 に 回 転 し 、 鈎 部 ６ の
位 置 及 び 向 き を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ は 、 こ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 １ ３ を 示 し て い る 。 こ の 内 視 鏡
用 牽 引 鈎 １ ３ に お い て は 、 固 定 部 材 １ ４ の 一 部 に 切 欠 き １ ５ が 設 け ら れ て い る と と も に 、
中 心 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 目 盛 り １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 こ の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎
１ ３ で は 、 鏡 筒 ２ に 外 嵌 さ れ た 状 態 で 、 固 定 部 材 １ ４ を 進 退 さ せ る 場 合 、 切 欠 き １ ５ か ら
鏡 筒 ２ の 先 端 ２ ｂ が 露 出 し 目 視 す る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 そ の 位 置 を 目 盛 り １ ６ に
よ っ て 定 量 的 に 確 認 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ０ は 、 こ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 １ ７ を 示 し て い る 。 こ
の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 １ ７ に お い て は 、 固 定 部 材 １ ８ の 先 端 部 １ ８ ａ の 端 面 １ ８ ｂ が 中 心 軸 １
８ ｃ に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 こ の た め 、 鏡 筒 １ ９ の 端 面 １ ９ ａ が 傾 斜 し て い て 前 方 斜 視 可
能 な 内 視 鏡 に お い て も 、 内 視 鏡 の 視 野 を 妨 げ る こ と な く 鏡 筒 １ ９ に 固 定 部 材 １ ８ を 固 定 す
る こ と が で き る 。 な お 、 鏡 筒 １ ９ の 端 面 １ ９ ａ の 傾 斜 角 度 は 、 ３ ０ 度 や ７ ０ 度 な ど の も の
が あ り 、 固 定 部 材 １ ８ の 端 面 １ ８ ｂ の 傾 斜 角 度 も こ れ に 応 じ て 形 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 １ １ は 、 こ の 実 施 形 態 の 第 ４ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ２ ０ を 示 し て い る 。 こ
の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ２ ０ の 固 定 部 材 ２ １ の よ う に 、 切 欠 き ２ ２ が 形 成 さ れ る と と も に 、 端 面
２ １ ａ が 中 心 軸 ２ １ ｂ に 対 し て 傾 斜 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 こ の 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 １ ２ に 内 視 鏡 の
概 略 図 、 図 １ ３ に 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 前 述 し た 実 施
形 態 で 用 い た 部 材 と 共 通 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ ５ の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 ２ ６ は 、
ね じ や ま 式 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 で あ り 、 鈎 部 材 ５ と 、 先 端 部 ２ ７ ａ に 鈎 部 材 ５ が 接 合 さ れ た
略 円 筒 状 の 固 定 部 材 ２ ７ と を 備 え る 。 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 ２ ７ の 内 周 面 ２ ７ ｂ
に は め ね じ ２ ７ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 ２ ５ の 鏡 筒 ２ ８ の 先 端 ２ ８ ａ に は 、 固
定 部 材 ２ ７ の め ね じ ２ ７ ｃ と 対 応 す る お ね じ ２ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡
用 牽 引 鈎 ２ ６ は 、 鏡 筒 ２ ８ に 固 定 部 材 ２ ７ が 螺 合 さ れ る こ と に よ っ て 固 定 さ れ 、 鏡 筒 ２ ８
の 先 端 ２ ８ ａ か ら 鈎 部 材 ５ の 鈎 部 ６ を 突 出 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 用 牽 引
鈎 ２ ６ を 鏡 筒 ２ ８ に 確 実 に 取 り 付 け る こ と が で き る と と も に 、 内 視 鏡 ２ ５ に よ っ て 鈎 部 ６
及 び ロ ッ ド を 目 視 し て 容 易 に か つ 確 実 に ロ ッ ド を 係 合 し 牽 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施
形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 鈎 部 材 ５ の 鈎 部 ６ に つ い て 、 そ の 形 状 は 略 半 円 状 で あ り 、 外 周 右 側 か ら 中 央 に 向
く も の と し た が 、 鈎 部 ６ の 形 状 及 び 方 向 は 、 処 置 具 の 位 置 、 形 状 に よ っ て 最 適 な も の を 選
択 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 人 体 の 涙 道 解 剖 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た 処 置 具 を 牽 引 す
る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 に よ っ て 目 視 し て い る 説 明 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-236747 A 2007.9.20



【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 鏡 筒 先 端 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 に よ っ て 目 視 し て い る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 １ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ４ の 変 形 例 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 牽 引 鈎 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 鼻 涙 管 を 通 り 下 鼻 道 に 送 り 出 さ れ た 処 置 具 を 牽 引 す る 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ 、 ２ ５ 　 内 視 鏡
　 ２ 、 １ ９ 、 ２ ８ 　 鏡 筒
　 ２ ｂ 、 ２ ８ ａ 　 先 端
　 ２ ８ ｂ 　 お ね じ
　 ２ ｄ 　 中 心 軸
　 ４ 、 １ ０ 、 １ ３ 、 １ ７ 、 ２ ０ 、 ２ ６ 　 内 視 鏡 用 牽 引 鈎
　 ５ 　 鈎 部 材
　 ５ ａ 　 先 端 部
　 ５ ｂ 　 基 端 部
　 ６ 　 鈎 部
　 ７ 、 １ １ 、 １ ４ 、 １ ８ 、 ２ １ 、 ２ ７ 　 固 定 部 材
　 ７ ａ 、 １ ８ ａ 、 ２ ７ ａ 　 先 端 部
　 ７ ｂ 　 外 周 面
　 ７ ｃ 、 １ ８ ｃ 　 中 心 軸
　 １ ８ ｂ 、 ２ １ ａ 　 端 面
　 ２ ７ ｃ 　 め ね じ
　 ８ 、 １ ２ 　 係 合 部 材
　 ８ ａ 　 基 端 部
　 ８ ｂ 　 先 端 部
　 ９ 、 １ ６ 　 目 盛 り
　 １ ５ 、 ２ ２ 　 切 欠 き
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为此提供内窥镜和牵引钩，使操作者能够容易地将通过
鼻泪管的治疗装置（例如杆，管等）移入下鼻道并观察它。
ŽSOLUTION：内窥镜1包括将要插入待处理鼻孔的镜筒2，以及用于内
窥镜的牵引钩4附接到镜筒2的远端部分2b的牵引钩4。内窥镜有两种类
型。一种是插入型，其包括钩构件5，固定构件7是与镜筒2向外配合的大
致圆柱形构件，其远端部分7a具有钩部6，固定构件7钩构件5的近端部分
5b连接，锁定构件8将固定构件7固定在镜筒2上。另一个是螺纹型，在固
定构件上设有阴螺纹。与镜筒2螺纹啮合以固定。当使用它们时，操作者
通过鼻孔插入配备有用于内窥镜的牵引钩4的镜筒2，并且将用于内窥镜
的牵引钩4锁定，使治疗装置进入下鼻道并观察它们，以便它们可以从鼻
孔中抽出来。Ž
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